























日本では 1968 年、心臓移植が世界で 30 例目に行われているが、これを最初は日本
全体で称賛していた。たとえば北海タイムスの『心臓移植: 和田グループの記録』の巻
頭には厚生大臣園田直の称賛がある。「この手術は日本の医学水準の高さを内外にしめ











きていたが、結局、術後 83 日で死亡した(10 月 29 日)。83 日間の生存は、当時の他の
心臓移植例と比較して決して短くはなかったものの、レシピエント死亡後はこの手術へ

















                                                   
1 告発したのは漢方医たちで、西洋医学への警告を目的としていた(北海タイムス 1969 年 2 月
15 日夕刊、「和田教授を告発: 殺人容疑の成立は困難」)。 












































































































































































り、1869 年から開拓され、当時はまだ 100 年余りとその歴史は浅い。明治 19 年(1886)
から大正 11 年(1936)までの 37 年間に、北海道に移住した戸数は総計 551,648 戸で、
その範囲は全国各府県に及ぶ。『北海道移民政策史』によると、とくに東北および北陸









                                                   







まで約 5 年ごとにほぼ 20 万人前後が転入した。しかしこれ以降、終戦にかけては、転
出が増え自然人口増分を上回る。それが大戦後は一変、5 年間で約 30 万人もの転入と
いう、開拓期を上回る人口増を経験する。日本が植民地を失ったこと、大量の復員と戦









中心小都市に吸引された。たとえば 1970 年の 1 年間で北海道から道外への転出は 8 万








































                                                   
8 十亀によると「中央・地方関係は上下・支配関係ではなく対等な “地方政府”として、3 割自
治とは手を切って自立しよう」という「地方政府論」(「中央・地方政府間関係論」)が初めて
主張されたという(十亀 1998、508)。 














には日本炭鉱労働組合が石炭政策転換闘争を展開したが、炭鉱労働者数は 7 万 8 千人



















12 北海道新聞、1968 年 8 月 12 日・8 月 13 日朝刊。 
13 北海道議会時報第 20 巻第 1 号など(1967 年) 








































る 15(白井 1992, 14 )。北海道人の意識について 1943 年生まれの白井も共感する(白井 




















つわる一切の虚構と神話を無力化する力を秘めている」という(白井 1992, 90 )。白井
は北海道社会には、場による集団帰属意識が薄く、よそ者意識があまりないことなどか
ら、社会人類学者の中根千枝（中根 1967）が指摘した日本社会の「タテ」（序列意識）
思考から脱しうるという(白井 1992, 161 )。辺境であることによる劣等感を逆手にとっ
て誇ろうとしている。差異を強調するとき、その差異によってその地域がナショナルな








5.2 開拓精神、開拓 100 周年、札幌オリンピック 
心臓移植が行われたときの北海道は、開拓して 100 年という記念すべき年であった。
議会では「開拓精神」という言説がしばしば使われた。1967 年 12 月 16 日第４回北海
道議会では、自民党佐々木(豊)議員から開拓者魂浸透のための一大啓蒙運動を展開する





さらに、1969 年 2 月 25 日第１回定例道議会での知事道政執行方針では、北海道が








                                                   
16 北海道議会時報第 20 巻第 1 号、6 頁 
17 北海道議会時報第 20 巻第 3・4 号、13 頁 

















































                                                   
19 北海道新聞、1966 年 4 月 27 日夕刊、「あふれる五輪ムード」 
20 北海道新聞、1966 年 4 月 27 日朝刊、「 “夢”やっと現実に: 札幌オリンピック」 
21 北海道新聞、1966 年 4 月 27 日夕刊、「札幌にオリンピックがやってくる①」 





並行して北海道百年記念事業も進んでいた。北海道議会では 1967 年 7 月、北海道百
年記念事業のための特別委員会設置が議決された 23。北海道大博覧会、北海道百年記念
公園の造成、100m 記念塔の建設、北海道百年記念式典などが計画された 24。この式典




















                                                   
23 北海道議会時報第 19 巻第 7・8 号、22 頁 
24 北海道議会時報第 19 巻第 9 号、6 頁 
























版された本に、大宅壮一が序文を捧げている(和田 1968b, 序文)。 
 
                                                   
26 北海道新聞、1968 年 8 月 8 日夕刊。 
27 北海道新聞、1968 年 8 月 22 日朝刊、山本武雄・釧路保護司連合会長「朝の食卓: 信夫君が
んばれ」。 
28 北海道新聞、1968 年 8 月 15 日朝刊、「私の心臓、預託します」。 
29 北海道新聞、1968 年 8 月 22 日朝刊、「預託者さらに 5 人」。 
30 北海道新聞、1968 年 8 月 19 日夕刊、津田遥子「随想: 心臓移植」。 




























ら、新設医科大学の日本第１号として昭和 25 年(1950 年)2 月に発足した。札幌医大の
使命と建学の精神は「医学の進歩発展に寄与することはもとより、北海道の保健医療を










例数は東京女子医大(榊原)が 1924 例、札幌医大が 1377 例、東京大学(木本)718 例であ
った。人工弁移植では札幌医大 204 例、東京女子医大 72 例、東京大学 45 例、という
統計が示している(和田 1992, 97)。他にも人工心肺の開発・実用化(1961 年)、高圧酸素

















                                                   
33 東京女子医大心臓外科教授、鑑定人のひとり。 
34 道内の鉱山ではしばしば悲惨な事故が発生した。戦後の夕張炭鉱だけでも、1960 年第二鉱爆
































                                                   
35 レシピエントを診療していた宮原は、外科に紹介したのは弁置換術のためであり、僧帽弁だ
けが侵されている患者に心臓移植の適応はなかったと主張した(宮原 1969)。 
36 朝日新聞、1969 年 4 月 26 日朝刊、「移植の必要なかった」。 
37 北海道新聞、1969 年 4 月 27 日朝刊、「”移植、必要なかった”」。 
38 朝日新聞、1970 年 5 月 12 日朝刊、「心臓移植すべきでなかった」。 



























ことである。1970 年 9 月、和田の不起訴が決定された。朝日新聞の記者が北海道の人々
に取材したところ、彼らの反応は記者にとって期待はずれのようであった。 
 
                                                   
40 朝日新聞、1969 年 9 月 26 日、「心臓移植は続けたい: バーナード、和田両博士語る」。 
41 北海道新聞、1969 年 9 月 29 日朝刊、「心臓移植のバーナード博士来道」。 






























                                                   
43 朝日新聞、1970 年 9 月 3 日朝刊、「心臓移植不起訴のあとに上 いぜん多い和田支持」。 
44 正確には、藤本と布施は和田側と対和田側に分かれたのが、それは異なる論点だった。 
45 http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/mnj/hokkaido-shi/yushikisya/03/shiryo11.pdf, 2018 年
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